
第５回そだつ部会会議録 
日   時 2017 年 11 月 7 日（火）13：30～15：30 
場   所 地域連携交流施設  
テ ー マ 1、参加メンバー 

2、協議課題 
3、その他 
4、次回開催日の調整 

内   容 1、参加メンバー 
2、協議課題 
 
●「かけはし CAFE」について 
  ・開催日：平成 30 年 1 月 30 日（火）10：00～12：00 
 
●障害者計画について 
計画体系「そだつ」に関する現状、課題、取り組み 
 
◎保育・教育の充実 
○保育・教育の充実 発達・療育の充実 
現状 
・巡回相談 
・市町教育委員会から、教育相談に応える 
・保育施設 障害の程度によっては受け入れができない 
・啓発活動、研修会充実 
・教育相談窓口 
・個別相談の充実 
・支援学校等教育支援計画に情報を記録していく 
・老人会との交流(ゲートボール) 
・(心理士 新谷先生)すこやか環境さんと連携を密にしている→たけのこ、たんぽぽに参加され

ている人たちのグループができている 
課題・不足 
・園、センターと繋がりがない方への相談支援 
取り組み 
・情報の共有の場つくり 
・つながり 
・支援のマップ作り 
○自己紹介ファイル「かけはし」の利用促進  
本人・家族を核とした支援ネットワークの促進 
現状 
・はまなす親の会(月一回) 手をつなぐ育成会(知的、全国組織) 
・センターとしては「かけはし」の紹介ができていない 
・(かけはしを)見せること△ 
課題、不足 
・「かけはし」？？なぜ広がらないのか… 



取り組み 
・共通様式をつくる 
・障害の有無に関わらず、子どもの成長の記録として活用する 
・学びの姿、学校の指導の記録としても。入園・学の御祝として配布してみるのも 
・特性のある児が持つファイル→誰でも持っている「色々な情報が入っているファイル」へ 
・場の提供 団体の応援 グループ登録を促す(場所を借りられるなどメリットあり) 
 
◎保健・医療の充実 
○疾病予防・早期発見・早期支援 
現状 
・親からの申請 SC/２回 
・担任の先生から親に相談→医療 
・早期発見 
乳幼児→良くなってきた  
精神疾患→乳幼期に傾向がある場合、発見が早くなった 

・親が気になって専門機関に相談 
・１０ヶ月から PT 
・療育事業 
・社会モデルで福祉サービスを受けられる 
課題、不足 
・統合失調と発達障害 
・行動援護の必要な人 
・幻聴、幻覚 
・ひとり言 
取り組み 
・医療との連携 
・二次障害をおこさないよう 
・年齢が高くなると知的障害者も認知症になる 
 
○健康づくりの促進 
現状 
・特定健診 がん健診 
・メンタルヘルスの健診票 
・血管年齢 
・過労死 
・心のケア→自殺予防 
・産業カウンセラー 
課題、不足 
・本人、親が相談に行く受け入れができるか 
・精神の方の相談先がわからない 
・自分を理解することが難しい 
・価値観を変える 
取り組み 



・たんぽぽ、たけのこ 
・自己肯定をする教育 
・マイナスイメージを減らす 
・医療に対する不信 
・薬について本当のことを知る 
・周りの価値観が変わることが大事 
 
◎社会参加への支援 
○本人活動、余暇活動の充実 
現状 
・地域スポーツクラブ 有料の場合は入っていける 
・学童 放課後等デイ 児童発達 
課題、不足 
・サポーター 質 担い手不足 
・当事者が何をしてほしいのか？ 
取り組み 
・地域で散歩 障害のある人と地域 
・手を貸してほしいと当事者が発言・登録 
・あなたの手かして 
 
○地域活動への参加 
現状 
・地域活動がある 
・子ども会 
・親がまわりの人に気をつかう 
・まわりの人が親に気をつかう 
・トライやるがない(特別支援学校) 
・肢体の子は親と子とセットでお客様 
・支援学校の子は受け入れやすい 
課題、不足  
・地域の人が子どもを(どんな子も)育てる土壌作り 
・トライやるの目的 事前、事後学習 
・福祉サービスばかりになると地域から離れる また、お金がかかり財源がなくなる 
・ボランティア、地域の人、親含め、サポーターにしていく 
取り組み 
・後方支援の充実 
・人材確保、育成 
 
3、その他 

4、次回開催日 

    平成 30 年 2 月 13 日(火) 
 


